
欝
　
騨
　
と
　
紹
　
介

あ
る
。
　
一
九
五
二
・
五
・
一
の
事
件
に
際
し
て
、
法

の
尊
敬
を
説
く
に
熱
心
な
薪
勲
閉
が
、
官
憲
に
逮
捕
さ

れ
幼
児
を
背
負
っ
て
引
か
れ
ゆ
く
一
女
性
の
写
真
を

載
せ
て
、
　
「
そ
の
証
拠
に
は
捜
索
、
が
ウ
ム
を
…
酬
わ

ず
か
け
た
手
錠
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
い

5
説
．
明
（
歴
史
学
研
究
、
一
五
入
、
遠
幽
茂
樹
氏
所

論
）
の
根
底
に
あ
る
意
識
と
、
何
と
相
似
た
も
の
で

あ
ろ
ら
か
。
東
洋
社
会
に
お
け
る
奴
隷
的
牲
格
、
前

近
代
納
意
識
の
頑
強
な
残
存
で
あ
る
。
こ
れ
が
吾
々

今
日
の
悲
し
い
現
実
で
あ
る
。
故
に
こ
そ
中
国
の
こ

の
苦
悩
も
決
し
て
鰐
岸
と
火
と
し
て
見
す
ご
さ
れ
な

い
。
本
審
の
内
に
こ
そ
吾
々
に
内
省
の
資
を
与
え
ん

と
い
う
博
土
の
悲
願
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
本
書
は
凡
そ
法
制
史
蒙
、
巾
国
史
研

究
者
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
社
会
を
知
ら
ん
と
す
る
も

の
の
必
読
穫
で
あ
る
と
信
ず
る
（
昭
和
二
十
六
年
六

嚇
月
、
護
書
店
発
行
、
岩
波
全
書
、
　
ゴ
エ
ハ
一
二
頁
、
　
一
二

二
〇
円
）
一
返
三
幅
龍

　
　
　
　
　
じ
．
一
、
肉
筆
諺
巽
諺
欝
♪

　
一
）
〉
頓
m
⊂
”
m
Z
田
”
r
》
Z
O
C
Z
O

匂◎

刻
J
Z
田
①
”
⊂
Z
r
》
7
［
㎜
）
護
秀
↓
し
り
∩
工
〉
「
，
『

　
q
ヨ
ロ
○
の
一
び
・
・
芝
巽
冒
σ
q
創
舗
0
8
σ
q
轟
駈
上
。
・
o
プ
窪

　
剰
語
諜
貯
欝
幽
巽
d
巴
く
の
同
一
酵
黛
切
。
謬
許
遍
㊤
鋒
）

　
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
ス
ペ
イ
ン

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
か
け
て
、
湿
瀾
…
た
泓
人
西
洋
蔚
蟄
候
地

域
の
北
岸
を
帯
の
よ
5
に
分
擶
し
て
い
る
牧
地
の
斐

し
い
生
垣
景
観
（
一
♂
簿
。
β
貯
膨
自
零
び
既
出
）
は
、
資

本
主
義
的
な
純
粋
牧
畜
経
営
の
発
達
し
て
い
る
西
欧

独
自
の
風
景
の
一
つ
で
あ
る
。
虫
喰
鳥
や
つ
ぐ
み
等

の
さ
え
づ
る
声
さ
え
聞
え
る
カ
シ
や
典
章
の
繁
み

が
、
広
い
牧
場
や
採
草
地
を
ば
つ
き
り
と
綜
饗
し

て
、
所
膚
権
を
明
示
し
て
い
る
景
観
は
、
西
欧
に
お

け
る
農
対
近
代
化
の
具
象
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も

あ
る
。
夏
季
、
憾
夜
を
わ
か
た
ず
放
牧
さ
れ
る
家
審

群
を
激
し
い
陽
光
や
風
雨
か
ら
俣
署
す
る
こ
と
も
出

来
る
こ
の
生
心
に
対
し
て
、
西
欧
で
は
そ
の
周
辺
部

の
微
気
候
学
的
調
査
さ
え
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
景
観
を
背
景
と
し
て
、
溶
々
な
る
牧
地
経
営

（
Ω
惣
已
舅
恥
三
箕
蓉
ぎ
｛
陣
）
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

そ
の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
の
オ
イ
ペ
ソ
地
方
の
農

村
生
活
を
調
馬
つ
た
の
が
本
論
文
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
嶽
ッ
パ
農
村
ほ
地
理
的
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に

大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
雑
作
経
営
を
主
と
す
る
集
村

地
域
で
あ
り
、
も
隔
つ
轍
牧
地
経
営
に
青
き
を
お
く

銅
飯
　
村
地
域
で
あ
る
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
ー
フ
ラ

ン
ド
ル
と
続
く
ラ
イ
ン
下
洗
の
散
唐
牧
畜
堀
域
が
、

中
世
以
来
、
伝
統
的
な
集
村
地
域
の
ヨ
ー
質
ッ
パ
史

九
六

豚i羊睡羊i牛馬
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8．S黒

目
：
山
羊
等
が
集
約
的
に
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

1
・
チ
ー
ズ
等
の
生
熊
愚
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い

る
。
総
一
派
地
面
九
一
〇
六
㎞
の
う
ち
、
九
入
％
の

八
九
瓢
…
一
薫
が
牧
地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
一
九
一
ニ

工
年
）
。
　
そ
れ
を
経
回
規
模
別
に
み
る
と
騎
表
の
ご

と
く
で
あ
る
。
こ
の
5
ち
二
㎞
以
下
a
零
細
…
経
営
者

は
牧
畜
以
外
の
工
紳
来
・
手
工
業
に
副
業
を
求
め
て
い

る
が
、
溜
次
そ
の
比
率
は
減
少
し
て
い
る
。
い
ち
じ

る
し
い
縛
色
は
大
農
が
ず
く
な
く
、
例
え
大
農
が
存

し
て
も
そ
の
土
地
は
一
〇
～
二
〇
㎞
毎
に
分
割
さ
れ

て
小
作
に
貸
与
さ
れ
て
い
て
、
中
農
矯
が
圧
倒
的
な

．
に
対
し
て
、
た
え
ず
ユ
ニ
ー
グ

な
刺
戟
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、

夕
霞
の
途
を
歩
ん
だ
こ
と
は
周

知
の
史
実
で
あ
る
．
こ
こ
で
述

べ
ら
れ
る
オ
ィ
ペ
ン
地
域
は
、

こ
の
後
者
に
難
し
．
て
い
る
事
を

附
言
し
て
お
く
。

　
今
日
、
こ
の
勉
域
で
は
農
耕

は
全
く
行
わ
れ
ず
、
散
在
し
た

農
園
の
ま
わ
り
に
は
、
緑
色
の

牧
場
や
採
草
地
が
一
面
に
ひ
ろ

が
り
、
牛
を
は
じ
め
馬
・
豚
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
タ

（　306　）



鰭目無黙秘・・％緯・・昧の％
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20ha以上

勢
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
末
子
相
続
が
一

般
的
で
、
他
は
土
地
を
離

れ
る
の
で
経
営
の
零
細

化
・
分
数
化
が
防
止
さ

れ
、
国
罵
艮
そ
の
他
の
地

域
で
最
近
瓢
○
年
閤
に
み

ら
れ
た
よ
5
な
土
地
整
理

（
Σ
舞
び
①
郵
貯
一
碧
員
㈹
）
は
、

こ
の
地
域
で
は
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
要
地
の
激
し
い
細

分
や
分
散
の
築
実
が
な
い

辮
は
注
冒
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
三
者
は
、
牧
場
と
採
草
地
の
牧
草
や
雑
草

の
種
類
及
び
そ
の
卓
越
し
た
管
理
方
法
を
述
べ
た
後

で
、
牧
畜
労
働
を
季
節
的
に
説
明
す
る
。
早
く
も
一

コ
月
～
一
月
に
は
、
冬
の
聞
に
藥
め
ら
れ
た
推
肥
を

牧
場
に
ま
い
て
牧
草
め
成
長
を
計
る
。
三
月
も
終
り

に
な
る
と
牧
地
は
水
々
し
い
緑
色
で
お
お
わ
れ
る
。

天
候
が
許
す
か
ぎ
り
家
畜
の
群
は
昼
夜
共
に
放
牧
さ

れ
、
農
事
カ
レ
ン
ダ
ー
が
忙
し
く
圃
難
し
は
じ
め

る
。
放
牧
し
た
次
の
日
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
肥
料
価
値

帯
欝
　
と
　
紹
．
介

を
も
つ
家
畜
の
糞
尿
が
万
遍
な
く
施
肥
さ
れ
、
雑
草

の
繁
茂
を
斉
念
に
予
防
す
る
。
乳
牛
は
、
．
放
牧
後
も

始
め
の
二
、
三
臼
は
夜
だ
け
概
に
入
れ
て
保
護
す
る

だ
け
で
な
く
、
一
着
に
二
閣
も
乳
を
し
ぼ
る
の
で
、

全
期
闘
匿
敷
に
一
番
遣
い
牧
場
（
国
碧
箋
。
嬉
①
）
で

飼
育
さ
れ
る
。
ま
た
仔
牛
も
、
他
の
家
隷
と
一
緒
で

は
軟
い
蛋
白
質
の
飼
料
を
充
分
と
る
こ
と
が
出
来
な

い
し
、
そ
の
上
毎
臼
脱
脂
乳
を
飲
ま
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
類
葉
・
・
≦
。
嬢
⑦
に
放
牧
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
比
較
的
手
の
か
か
ら
な
い
大
牛
は
、
家
か
ら

遠
く
離
れ
た
蒙
嵩
q
費
≦
o
峯
。
に
放
た
れ
、
　
ご
茂
放

牧
す
る
と
、
秋
、
厩
に
再
び
入
れ
る
ま
で
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
か
れ
る
。
極
度
に
集
約
的
な
出
p
蕊
・

≦
o
峯
。
と
組
放
的
な
頻
冒
餌
錠
乏
。
置
。
の
聞
に
乾

草
採
窯
場
が
あ
り
、
一
群
に
は
果
樹
も
裁
培
さ
れ
て

い
る
。
こ
’
こ
に
我
々
は
、
屋
敷
を
核
と
し
た
同
心
円

的
な
チ
ェ
ー
ネ
ソ
の
圏
構
造
を
み
る
こ
と
が
鐵
来

る
。
牧
場
に
は
人
エ
肥
料
の
施
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し

い
が
、
採
草
地
に
は
二
、
一
二
年
毎
に
、
早
春
、
蟹
棄

肥
料
や
憐
酸
肥
料
を
施
す
。
採
草
地
と
牧
場
の
面
積

の
比
率
は
、
平
均
三
五
～
四
〇
％
対
六
〇
～
六
五
〇
4
”

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
家
畜
生
憎
物
は
パ
タ
ー
。
チ
ー
ズ
の
形

で
ア
ー
ヘ
ン
や
そ
の
後
背
地
そ
の
他
に
販
売
さ
れ
、

そ
の
収
益
で
主
穀
類
を
購
入
す
る
。
こ
こ
で
著
者

は
、
繍
送
方
法
・
敵
漕
関
係
に
よ
っ
て
敏
感
に
左
右

さ
れ
る
商
圏
の
消
長
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
5
な
商
業
農
村
的
な
オ
イ
ペ
ソ
馳
域
の

牧
地
・
牧
畜
経
鴬
は
、
こ
の
地
の
自
然
的
条
件
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
の
は
云
．
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
地

域
に
は
非
浸
透
性
の
、
水
「
分
を
含
ん
だ
土
壇
が
多

く
、
耕
作
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
に
反
し

て
、
草
の
成
育
に
は
好
適
で
あ
る
。
し
か
し
隔
世
の

土
地
利
罵
状
態
を
調
べ
る
と
、
か
つ
て
は
こ
の
地
域

に
も
、
牧
場
経
営
と
並
ん
で
、
農
耕
が
重
要
な
意
義

を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
諸
事
象
か
ら
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
Q

の
古
い
耕
地
名
（
建
ミ
ぎ
♪
㌔
ミ
慧
・
馨
墨

嶺
愈
ミ
も
枝
詑
号
・
き
き
』
ミ
馬
、
η
ミ
N
ミ
～
》
き
忠
堤
亀
隠
、
・
・

》
㍗
～
”
　
ト
ざ
鳶
ミ
隔
蔓
・
き
無
さ
　
肉
で
、
Q
糠
ミ
ミ
も
ぎ
、
”

隷
茜
馬
ミ
ミ
鳶
悔
，
－
勤
ミ
）
が
残
存
す
る
。

の
八
。
～
九
〇
歳
の
農
民
は
・
古
く
は
こ
の
地

で
穀
物
耕
作
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

δ
充
世
紀
初
頭
に
は
・
附
近
の
都
市
に
穀
類

が
移
鐵
さ
れ
、
そ
の
翰
選
路
は
今
闘
な
お
　
議
題
、
、
・

四
七
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蜜
騨
　
と
　
紹
介

鳶
誉
鵜
き
．
．
嵩
き
ミ
愚
妻
篭
”
、
と
よ
ば
れ
て
残
っ
て
い

る
。　

↓
　
古
い
屋
敷
に
は
今
日
な
お
小
倉
や
納
屋
が
附

属
し
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
ら
は
厩
に
改
造
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
。

の
古
文
献
に
も
豊
富
な
証
拠
が
存
在
す
る
が
、

ζ
こ
で
は
そ
の
数
例
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
　
「
千
四

篇
八
年
、
ゲ
ラ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
リ
ベ
ル
メ
事
、
父
親

死
去
仕
候
に
付
、
三
越
敷
併
び
に
そ
れ
に
附
帯
致
候

薇
モ
ル
ゲ
y
の
田
地
、
二
三
モ
ル
ゲ
ソ
の
草
地
を
相

続
三
一
」
。
「
メ
ィ
ス
・
ホ
ェ
ζ
、
千
四
菅
七
拾
九

年
、
五
拾
四
モ
ル
ゲ
ソ
半
の
田
地
と
拾
モ
ル
ゲ
ン
ニ

拾
五
の
牧
地
を
所
得
仕
候
」
。
　
「
千
五
百
二
拾
冨
…
年

三
湧
六
日
、
ハ
イ
ソ
・
ホ
エ
シ
国
事
、
亡
父
の
遣
産

編
続
仕
候
以
来
、
逐
次
持
分
地
を
拡
長
致
し
、
五
拾

モ
ル
ゲ
ン
に
達
し
候
共
、
牧
地
は
わ
ず
か
拾
八
モ
ル

ゲ
ン
に
て
丁
零
。
し

少
く
と
も
一
五
世
紀
以
来
、
燕
麦
・
ド
イ
ツ
小

変
・
ラ
イ
麦
・
小
麦
お
よ
び
大
麦
の
耕
地
が
存
在
し

た
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
他
地
域
の
農
村
と
は
異
っ

て
、
牧
畜
と
ミ
ル
ク
経
営
も
古
く
か
ら
発
達
し
て
い

た
こ
と
周
か
、
一
五
、
｛
ハ
世
紀
の
文
献
に
所
ロ
蝕
し
、
　
日
却
つ

現
在
残
っ
て
い
る
古
い
魔
境
の
名
前
ご
ミ
喰
霞
h
算
鴇
．

弓
N
ミ
ミ
黒
㌃
奪
・
鳶
㌦
．
”
”
嶺
ミ
§
曜
、
．
に
よ
つ
て
郷

る
こ
と
が
出
莱
る
。
す
で
に
一
六
世
紀
に
は
、
バ
タ

、
・
チ
ー
ズ
の
生
塵
も
行
わ
れ
て
お
り
、
一
山
会
二
二

年
の
零
ぎ
ミ
き
辱
篭
、
竜
年
代
記
」
に
よ
る
と
、
当

時
オ
イ
ペ
ソ
が
坐
し
て
い
た
り
ン
ブ
ル
グ
で
擁
す
る

良
質
の
酪
製
品
が
ア
ー
ヘ
ン
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
錨
時
か
ら
一
般
の
農
村
地
域
と
は
反
対
に
、
農
耕

地
は
屋
敷
み
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
牧
場
や
採

草
地
が
屋
敷
附
近
に
集
申
し
て
い
た
。
農
耕
地
は
開

放
耕
地
を
な
し
、
三
圃
農
法
が
強
欄
的
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
屋
敷
の
傍
の
　
鎖
p
蕊
オ
①
裁
Φ
Q
ミ
喧
ミ
執
）

は
夜
の
牧
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
既
に
生
垣
で
囲
い

込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の
文
献
に
所
見
す
る

ご
爵
も
．
．
葛
眺
§
さ
詠
転
ぶ
．
、
と
ミ
馬
％
竜
驚
譜
亀
”
．
又
は

こ
蔑
、
“
ミ
馬
ミ
誌
馬
寒
馬
．
．
等
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
地
域
の
生
垣
景
観
の
趨
源
は
非
常
に
古
く
、
既

に
シ
ー
ザ
ー
の
ガ
リ
や
戦
記
ご
巻
に
も
、
　
ψ
μ
ヨ
げ
「
o

と
o
Q
o
落
謀
。
間
の
当
時
既
に
森
林
の
な
か
っ
た
土
地

は
、
生
々
し
い
生
垣
の
稠
密
な
網
で
お
お
わ
れ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
近
世
が
訪
れ
る
と
共
に
、
次
第
に
農
地
の
占
め
る

比
率
は
滅
亡
し
て
行
く
。
そ
し
て
採
草
地
に
は
凱
に

ク
ロ
ー
ヴ
ァ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
糧
放
的
な
羊
の

陶歯難副森州…到道路・…f擁年
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　　43ユ欝857，00

　1．1

Morgen
　　9’o’

1827

九
八

ん
ど
う
。
四
年
費
、
ラ
イ
菱
と
ク
鷹
ー
ヴ
ァ
。

一
〇
年
翼
、
飼
料
乾
草
）
。

　
一
九
世
紀
を
通
じ
て
農
地
の
後
退
、
牧
場
・
採
草

地
の
増
大
は
次
蓑
に
一
爪
す
ご
と
く
年
毎
に
す
す
み
、

飼
育
が
消
滅
し
て
、
集

約
的
な
牛
の
飼
奮
が
勢

達
し
、
一
ご
圃
耕
地
の
休

閑
地
に
も
、
施
肥
し
て

馬
鈴
鰹
や
甜
菜
や
ク
悌

ー
ザ
ァ
等
が
栽
培
さ

れ
、
改
良
三
圃
農
法
の

普
及
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
採
草
地
に

も
、
ク
墨
書
ヴ
ア
や
豆

科
植
物
を
植
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
乾
草
の
価
値

が
高
ま
っ
た
（
一
年
臼
、

カ
ラ
ス
麦
。
＝
年
三
、

馬
鈴
薯
。
三
年
質
、
ラ

イ
麦
と
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
。

四
・
t
八
年
爲
、
飼
料
乾

草
。
又
は
三
年
翼
、
碗

豆
・
大
江
・
や
は
ず
え

　
　
　
　
　
　
　
五
一

（308）
鳶
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九
〇
隼
代
に
な

る
と
、
家
の
近

く
の
牧
草
地
も

牧
場
に
か
わ

り
、
輪
作
農
業

も
脱
落
し
、
畠

仕
事
は
も
早
や

必
要
が
な
く
な

り
、
逆
に
牛
頭

の
増
加
が
い
ち

じ
る
し
く
、
生

壌
が
牧
地
一
面

に
ひ
ろ
が
つ

、
て
、
現
在
の
景

観
へ
の
進
化
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
著
者
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
労
鋤
の
季

飾
弓
配
分
を
述
べ
、
舅
子
は
主
と
し
て
戸
外
に
お
け

る
激
し
い
野
良
仕
事
、
生
垣
の
修
理
、
家
畜
の
管
理

等
に
從
引
す
る
の
で
、
機
械
導
入
ま
で
は
バ
「
タ
ー
、

チ
ー
ズ
の
生
｛
薩
は
婦
女
子
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
牧
畜
の
癸
展
と
共
に
、
從
爽
農
繁
期
に
ア
イ

フ
ェ
ル
地
区
「
か
ら
や
っ
て
来
た
縫
議
出
稼
入
は
、
今
囁

　
　
　
　
　
欝
　
評
　
と
　
紹
介

や
乾
草
収
獲
に
繍
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
等
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
我
々
蹄
甑
オ
ィ
ペ
　
ン
地
瓦
慨
の
近
代
酌
酪
農
醤
ル
悔
の
コ

陰
ス
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農

粒
の
近
代
化
の
コ
ー
ス
が
、
所
謂
「
主
穀
生
産
的
農

村
↓
牧
羊
・
優
々
工
業
酌
農
村
」
と
い
う
図
式
で
律

、
、
し
5
る
程
し
か
く
一
面
的
な
竜
の
で
な
く
、
そ
の
地

域
社
会
の
お
か
れ
て
い
る
「
場
」
の
条
件
に
対
応
し

て
、
き
わ
め
て
鼻
繋
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
霧
取

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
謁

　
中
世
の
多
角
経
鴬
か
ら
近
世
に
お
け
る
一
醐
的
な

牧
畜
経
営
へ
の
生
態
分
離
の
原
因
を
、
蓑
者
は
最
後

に
次
の
ご
と
く
分
析
す
る
。
た
し
か
に
こ
の
地
域
の

自
然
的
状
況
は
優
耕
に
適
当
で
な
く
、
一
九
世
紀
の

中
葉
、
そ
の
平
均
収
壷
は
き
わ
め
て
低
く
、
ラ
イ
麦

は
播
種
の
九
。
六
倍
、
小
旗
は
六
・
六
倍
、
カ
ラ
ス
麦

は
五
・
五
倍
、
大
麦
は
六
倍
の
収
璽
し
か
得
て
い
な

い
。
収
穫
期
喜
雨
が
畏
引
く
こ
と
も
稀
で
な
く
、
古

い
村
年
代
記
に
も
よ
く
凶
作
の
記
事
が
の
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
　
「
み
か
け
の
上
は
葵
察
な
収
…
櫻
な
る
も
、
…

；
・
雨
に
て
ラ
イ
変
は
倒
さ
れ
、
再
び
芽
を
奏
せ
る
穫

な
り
。
小
菱
も
カ
ラ
ス
褒
も
黒
穂
病
な
り
。
八
月
差

で
大
雨
降
り
つ
づ
き
て
収
穫
一
門
に
は
か
ど
ら
ず
、

九
月
も
末
と
い
う
に
仕
事
数
多
残
れ
る
有
様
な
り
．
．

㍑
馬
瓠
蜘
肇
も
隔
湿
地
に
て
は
櫓
れ
た
り
」
（
豊
代
ヘ
ル
ゲ
ン

ラ
う
ト
裕
長
宮
代
記
し
。
　
こ
の
よ
う
な
自
然
的
条
件

は
、
次
の
経
済
的
粂
件
と
呼
応
し
て
、
は
じ
め
て
上

記
の
よ
引
な
純
牧
畜
経
営
を
出
現
せ
し
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
農
民
達
が
、
フ
ラ
ン

ス
朝
命
お
よ
び
そ
れ
に
つ
づ
く
苦
側
め
峙
を
経
験
し

た
後
に
、
再
び
よ
み
が
え
っ
た
平
和
は
、
以
前
と
は

ち
が
っ
て
農
畏
の
位
巖
を
悪
関
し
、
い
ち
じ
る
し
い

二
型
の
暴
落
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
交
通

の
発
達
に
よ
り
、
他
地
域
の
主
命
類
が
自
給
食
糧
よ

り
も
安
価
に
移
入
す
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
一
九

世
記
も
末
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
経
済
全
体
が
世
界
経

済
の
中
に
拡
大
し
、
二
種
の
穀
類
が
北
米
・
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
・
南
ロ
シ
ヤ
か
ら
大
量
に
廉
価
に
繍
…
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
意
イ
ペ
ン
地
区
は
、
畜
産
経
営
に

自
ら
の
地
域
的
分
業
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
津
一
朗
）
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